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平成 29 年度の過労死等（脳・心

臓疾患、精神障害）は増加傾向に  

 

厚生労働省から、平成 29 年度の過労死

等の労災補償状況が公表されました。過重

な仕事が原因で発症した脳・心臓疾患や、

仕事による強いストレスなどが原因で発病し

た精神障害の状況がわかる調査結果となっ

ています。 

 

◆脳・心臓疾患に関する事案 

ゆるやかに増加傾向にあり、840 件の請

求がありました。業種別では、道路貨物運

送業（ドライバー）が目立って多く、次いでサ

ービス業（営業職）、建設業（総合工事業の

建設従事者）で多くなっています。年齢別で

は 40 歳以降がほぼ９割を占めています。ま

た、労災の認定基準にもある通り、１カ月当

たり 80 時間以上の時間外労働がある場合

に、急激に支給決定件数が増加していま

す。 

 

◆精神障害に関する事案 

こちらも増加傾向にあり、1,732 件の請求

がありました。このうち、当該労働者の自殺

（未遂を含む）は 221 件ありました。業種別

では、医療・福祉が目立って多く、次いで道

路貨物運送業、情報サービス業、総合工事

業等で多くなっています。時間外労働時間

別でみると、脳・心臓疾患の場合とは異な

り、どの層でも平均的に支給決定されている

ようです。 

なお労災の認定基準では、精神障害の

発病に関与したと考えられる事象の心理的

負荷の強度を評価するために、一定の事象

が類型化されています。この「出来事」別で

は、「（ひどい）嫌がらせ、いじめ、又は暴行を

受けた」、「仕事内容・仕事量の（大きな）変

化を生じさせる出来事があった」の順に支給

決定件数が多くなっています。 

 

◆裁量労働制対象者に関する労災補

償状況 

最近話題の裁量労働制ですが、裁量労

働制対象者に関する支給決定件数は、脳・

心臓疾患では減少傾向にありますが、精神

障害については増加しています。年齢別で

は、中心は 40 歳代ですが、20 歳から 59 歳

まで全般的に多くなっています。 

これらはいずれも、労災保険による補償

の請求・決定件数ですが、労災補償の請求

にいたる前の、労働基準監督署等への相談

件数ははるかに多いものと想像できます。ま

た職場の精神障害に関する報道等を受け、

労災認定の基準が具体的になるにつれ、メ

ンタルヘルス、あるいはパワハラ等について

医師や労働基準監督署等へ相談すること

の労働者側の心理的抵抗感も少なくなって

いる状況があります。事前の予防を主眼に

した職場環境づくりが重要となっています。 
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９月１日より社会保険労務士法人ＭＡＣは「社会保

険労務士法人のぞみ」に、商号を変更いたしまし

た。 これを機に社員一同決意も新たに鋭意努力

いたす所存でございますので、今後ともご指導、ご

高配を賜りますようお願いいたします。 


